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XMLとRDFを用いた誘導情報の部品化と再構成機能を持つ
案内図配信システム

山 島 一 浩† 石 塚 英 弘††

我々は，Web上で目的地への誘導を目的とした案内図配信システムについて，人間的なやりとりを
含んだ情報源の相互運用性モデルを提案した．まず，本システムで扱う誘導案内情報のデータモデル
について，誘導案内情報の議論領域と誘導案内データの構造，誘導案内データの知識表現について述
べた．XMLで記述した誘導案内で扱うデータは，目的の位置と周辺の地物との位置関係，分岐点の
位置と方向である．誘導案内データの案内表現は，「使命」，「最終目的」，「手順」，「時間」，「予測」，
「失敗」の 6 つの観点を RDFで表現した．1 つの案内図に含まれる複数の案内情報を登録・検索す
るよう設計した．1つの案内図内の誘導案内データは，その案内図の管理者が管理する．また，誘導
案内データのメタデータを RDFで記述し，本システム内の案内図リポジトリに登録する．配信シス
テム側では，分散した情報源を統合シナリオに沿って情報統合し，案内図側に助言情報を提供する．
案内図配信システムは，案内図管理者に案内図作成編集機能を提供し，利用者側にも，その一部の機
能を使った案内図追加登録を提供する．

A Navigation Map Distribution System Using XML and RDF
Based on the Concept of Information Sharing and Information
Integrating

Kazuhiro Yamashima† and Hidehiro Ishizuka††

We proposed an interoperative model for information resources including human commu-
nication and a navigation map distribution system on the Web aiming at navigation to the
destination. First, we defined the discussion area of navigation information, and described
the structure of navigation data, and the knowledge representation of navigation data about a
data model of the navigation information used in this system. The navigation data described
by XML includes positional relation between the target and its surrounding features, and the
position and direction for the target at a turning point. The definitions of then navigation
data were expressed by RDF using six facets as follows: Mission, Destination, Procedure,
Time, Anticipation, and Failure. We extended a navigation map to register more navigation
information to be searched the map from the information. Moreover, RDF describes meta-
data of the navigation data and it is registered in the search engine in our system. The search
engine controls the search system and shares the dispersed sources of information, also. The
navigation map distribution system provides a map administrator with editing function of a
navigation map, and also provides a user with additional registration function for the naviga-
tion map. In addition, a user is provided with the search function and the browsing function
of a navigation map.

1. は じ め に

Web上には大量の案内図が存在するが，そのほとん

どが画像情報のみの情報提供にとどまっている．しか

し，これでは，道に迷った利用者の要求に合わせて適
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切なランドマークを動的に表示できないこと，また，

道に迷って案内図の外に出てしまった利用者には，対

応できないことが欠点である．

その原因は，画像情報だけでは，案内図が本来，概

念的に持つ「目的地」，それに至る「パス」，その特定

を助ける「ランドマーク」などの構成要素を区別せず

に処理していること，またWeb上に分散して存在す

る案内図の間で相互に情報を共有するような仕組みが

ないことにある．

相良ら1)は，地名から緯度経度に変換する位置参照
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手法を用いることによって，分散して存在する地物に

位置参照サービスを実現した．しかし，案内図のシス

テムではないため，迷子になったときに，位置すなわ

ち地名，住所が分かっても，その地点から目的地に至

るパスが与えられるわけではない．また，案内図の動

的生成については，ランドマークの認知度を尺度とし

た藤井ら2)の携帯端末向け案内地図生成システムがあ

る．これは表現上制約のある携帯端末に認知度の高い

ランドマークを動的に配置することが特徴である．し

かし，この方法は，認知度が高いランドマークがない

場所では，適用が難しくなる可能性がある．3章で述

べるように，利用者によってランドマークの選択の多

様性が生じるからである．

さらに，従来の案内図には作成者の誘導意図が働い

ていることも考慮する必要がある．たとえば，商店の

案内図では，競合する店舗はランドマークに指定しな

いなど，利用者に目的地以外への関心を持たせないよ

うにすることが行われる．一方，利用者から見れば，

案内図に描かれていないランドマークに興味を持つこ

ともありうる．

これらの課題に対して我々は，誘導意図を持つ案内

図作成者と，案内図から情報を得つつも自分で見つけ

た情報を加味して，目的地にたどり着き，また場合に

よっては寄り道をしたりする利用者とを想定した案内

図配信システムを提案する．そのため，2章に述べる

ように，案内図の構成要素と表現を根本から考え直し

た．また，個人のランドマーク選択の多様性（3 章）

に対応するために動的提示の実現を考えて情報統合の

概念を導入し（4 章），誘導情報の部品化と再構成を

図った（5章）．こうして，道を教える人と教わる人と

のコミュニケーションの中で発生するような道案内情

報に着目し，誘導案内情報の動的な切替えが可能な案

内図配信システム（6章）を考案し，試作した．

2. 案内図の要素と表現

案内図とは，目的地とその周辺の地物を含めた位置

関係で構成される図であり，道路などのパスや誘導対

象となる地物と案内を助けるランドマークで構成され

る．また案内図は，地物間の道順の情報を持つルート

マップと地物を俯瞰的に見るサーベイマップとに分け

られる．

2.1 案内図の要素

Lynch 3)は，パス（Paths），エッジ，ディストリク

ト，ノード，ランドマークの認知要素を用いて都市の

イメージを説明した．パスとは，観察者が日ごろ通る

道筋，街路，散歩道，鉄道などであり，エッジは，観

察者がパスとして用いない，海岸，壁などである．ま

たディストリクトは，地域や行政界など 2次元の広が

りを指し，ノードは，都市内部の主要な地点，交差点

などであり，ランドマークは，外部から見て定位を助

ける，建物，看板，商店などである．

また，人が認知地図をどのように発達させていくか

について，ランドマークを中心とした表象モデル（こ

れはサーベイマップに対応する）と，パスを中心とし

た表象モデル（これはルートマップに対応する）の研

究がある．

前者は，Siegelら4)が提案する表象モデルで，発達

段階を 4段階に分類し説明している．まず初期段階で

は，ランドマーク（駅など）が確認され記憶される．

そして第 2段階でランドマークを参照点として利用で

き，ランドマークの並びとしてルートが形成される．

第 3段階で，さらにいくつものルートが作られる．そ

してルートは，空間規則の知識をあてはめながら統合

されていく．第 4段階において，提供された空間関係

が包括的に認知され，環境のサーベイ利用が可能にな

るというものである．

一方，後者は Appleyard 5)や Lynchの表象モデル

で，住み始めて 1年以下の住人の認知地図は，パスが

支配的であり，1年以上経つと，ランドマークやディ

ストリクトが支配的になるというものである．いずれ

にしても，ランドマークとパスは認知的なアプローチ

における案内図の構成要素として重要である．

2.2 案内図の表現への配慮

地図の視覚的な表現について記号論的なアプローチ

を行った Bertin 6) は，主題図作成における実用的な

課題として，情報表現の簡略化や主題とその他の情報

間の関係を表現する明度に配慮すべきであると指摘し

ている．

情報の簡略化とは，地図上に表現する情報量を単純

化することであり，それにより主題が明確に表現され

ることを目標にする．しかし単純化のしすぎは，周辺

の地物との関係で説明される情報を失いかねないため，

適度な調節が重要であると Bertinsはいっている．調

節の度合いは，求める情報の性質で決定される．

明度への配慮とは，主題となる情報ができるだけ見

やすくなるように，視覚的雑音となりうるものをでき

るかぎり排除させることである．

Bertinのいう「主題」は案内図の場合は目的地に相

当する．

3. ランドマーク選択の多様性への対応

我々が提案するシステムでは，個人のランドマーク
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の選択の多様性に着目し，それに対応できるように

する．

そのため，案内図を作成する際，個人がどのよう

なランドマークを用いるかについて，単一の案内図

（1 km2）に目的地への誘導を助けるランドマークを自

由に指定してもらう実験を行った．被験者は 14人で

ある．案内情報を構成する地物の総数は 226要素ある

が，ランドマークとしては重複を除いて 111種類の要

素が取り上げられた．この実験結果は，ランドマーク

の選択には利用者の関心や観点により個人差があるこ

とを示している．

従来のシステムでは，案内図において見える領域が

限定されるため，地物の選択では作成者側の意図が優

先的に働き，提供される案内図からは他の情報を得る

ための手段は提供されない．しかし，これでは個人の

ランドマーク選択の多様性に対応できない．そこで，

我々は，情報の単純化と明度への配慮を考慮しつつ，

その地図上に別の案内情報を動的に切り替えて表示す

る手段を組み込むことによって，利用者のランドマー

ク選択の多様性に対応し，また利用者に与える情報量

と明度を動的に変化させることも可能となると考えた．

これが実現すれば，作成者側から見ると，案内図の

編集時に参考になる他の案内情報を閲覧できる機能が

あれば，必要なときにそれを利用・編集できるように

なる．その結果，案内図の作成が容易となりうる．ま

た利用者側から見ると，別の観点から見た案内情報が

提供されれば，道の選択肢が増えることになる．

4. 動的な誘導案内の実現方法

我々は，動的な誘導案内を実現するために情報統合

の概念を採用し，「ランドマーク」と「パス」の情報

提供についてコミュニケーションの向上を図った．

4.1 情 報 統 合

情報統合（Information integration）7) とは，1 つ

の情報源では解決できない場合，分散した情報源と

協調してモデルを形成し，問題を処理するための技

術である．我々は，分散した情報源から供給されてい

る案内図について情報統合を適用することを考えた．

具体的には，Web上のすべての情報を識別する URI

（Uniform Resource Identifier）8)を用いて様々な情報

源にアクセスし，必要に応じて情報源を組み合わせな

がら，協調して問題解決を図る．これが狙いである．

情報源から知的処理の実現手段として扱うものに

は，次世代のWebモデルといわれる SemanticWeb 9)

やWeb Services 10)がある．また，SemanticWebは，

データにマシンリーダブルなデータを付加するための

メタデータとメタデータで用いる語彙を定義するため

のオントロジを扱う層があるが，本研究で対象とする

のは，前者のメタデータである．

我々は，情報統合のための手段として，W3Cで勧告

された XML 11) と RDF 12) を用いて，案内図のデー

タ表現と知識表現を行う．統合モデルを支える基盤と

して，XMLで内容を表し，RDFで知識の構造を表現

する．これを用いて情報源のデータ表現と知識を表現

するデータモデルを定義する．

そして，本システムが提供する誘導案内情報のデー

タモデルによって，配信サーバ上で情報統合し，案内

図に対して，必要に応じて助言的に情報を提供する．

その実現アプローチとして，単一の情報源では解決

できない問題を処理するために，他の情報源を組み合

わせ協調して問題解決を図る情報統合の概念を導入し，

統合シナリオ（6.4節参照）に沿って情報源を疎結合

し，作成者とその利用者にとって利便性のある情報を

提供する配信システムを検討した．

4.2 コミュニケーション能力の向上

次に本システムの誘導案内で検討したコミュニケー

ション能力の向上について述べる．

ここで述べるコミュニケーション能力とは，受け手

との適切なインストラクションのやりとりである．伝

えるインストラクションを明確にし，状況や相手に応

じて適切な情報を相手に渡し，受け手がその伝達され

た情報により誘導されることをコミュニケーションの

成否の判断材料とする．

Wurman 13)は，相互理解を図るためのインストラ

クションの構成要素として，使命（MISSION），最終

目的（DESTINATION），手順（PROCEDURE），時

間（TIME），予測（ANTICIPATION），失敗（FAIL-

URE）の 6つをあげている．

本システムでは，この 6つのインストラクション要

素を誘導案内情報のメタデータとして登録する．そし

てこの情報を配信システムに登録し，様々な統合シナ

リオに適用することを狙う．

5. 案内図のデータモデル

本章では，これまで述べた考え方に基づいて，案内

図のデータモデル，具体的には，案内図の構造，地物

データ，誘導案内データについて述べる．

5.1 案内図の構造

案内図は，限定された地理空間領域を持ち，複数の

誘導案内データを持つ．また，誘導案内データは，案

内図を構成する地物のデータで構成される．

そこで我々は図 1に示すように，案内図は誘導案内
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図 1 案内図の参照構造
Fig. 1 Information structure referring to data in a

navigation map.

データを参照し，誘導案内データは個々の地物の位置

情報を持つ地物データを参照する構造を考案した．

この参照構造を実現するために，地物データは空間

データ用の XMLデータで記述し，誘導案内データは

地物データを RDF の resource 属性で URI 参照し，

同様に案内図データは誘導案内データを resource 属

性で URI参照することにした．そして，この参照記

述を行うために，RDFのメタデータ記述の応用とし

て活用されている RDF Site Summary（以下，RSS

と略す）14) を用いることにした．

次に，具体的な案内図のデータについて詳しく述

べる．

5.2 地物データ

案内図の情報をコンピュータで処理するためには，

扱う地理情報の概念を確立し，そのうえでスキーマを

定義する必要がある．分散した情報源を結び，知識処

理を適用する場合，情報源どうしの相互運用性を図る

ために地理情報に係る標準化は不可欠である．地理情

報の国際標準化は ISO/TC211 15)で進められている．

本研究で扱った地理的な空間データの記述は地理情

報標準（Japanese Standards for Geographic Infor-

mation）16) を元にしている．地理情報標準は国土交

通省国土地理院と民間企業とが協同研究で作成した

ISO/TC211に準拠した規格である．

本システムで管理する地物データは国土情報標準第

2 版電子国土プロファイル準拠形式のデータであり，

データは XMLで記述されている．このデータは，シ

ステムが提供する案内図編集コンテンツを利用するこ

とによって，作成することができる（図 2 参照）．

また，誘導案内データモデルは，地物の位置と名

称と地物を表現する空間データへの URI情報で構成

〈?xml version=’1.0’ encoding=’UTF-8’?〉
〈dataset〉〈layer〉
〈point id=’20417’〉
〈name〉 独立行政法人物質・材料研究機構 〈/name〉
〈attribute〉 千現 1-2-1〈/attribute〉
〈position〉
〈codinate〉140.121777777778 36.0749166666667

〈/codinate〉
〈/position〉
〈/point〉
〈point id=’20418’〉〈name〉研究交流センター 〈/name〉
〈attribute〉 竹園 2-20-5〈/attribute〉
〈position〉
〈codinate〉140.117888888889 36.0746388888889

〈/codinate〉〈/position〉
〈/point〉

図 2 地物データの例
Fig. 2 An example of feature data.

される．そのため，他の XML の空間記述言語，た

とえば OpenGIS 17)で開発されたGML（Geography

MarkupLanguage）18)などでもメディエータを介して

定義したスキーマ上に登録することによって，本シス

テムでの利用は可能である．

地物データは，誘導案内データから Pointタグの ID

属性で参照される．

5.3 誘導案内データ

次に，地物データを参照する誘導案内データについ

て述べる．

5.3.1 誘導案内データ

誘導案内情報は，対象となる領域の中にある目的地

を主題として，そこへ向かうための目標対象物である

地物データ，迷いやすい交差点など曲がる地点の位置

と方向データの集合である．

誘導案内データは，地物データとセットで保存され，

地物間の順番（Sequence）を示すポインタを持つ．

誘導案内の編集や検索・閲覧を行う際のインストラ

クション効果を狙うために，先に述べたWurmanの

6つの観点に基づいて，誘導案内データに対するメタ

データを RSS で記述した．そのデータ例を表 1 に

示す．

「使命」は，その誘導案内データが持つ誘導のタイ

トルとした．「最終目的」は，その誘導案内データの

目的になる．「時間」は，その誘導案内データが作成

された日である．「手順」は，どのランドマークを通

るかを順番に指定する．

「予測」は代替の誘導案内データへの URIで，たと

えば表 1 の例でいえば，大学に到着した際に，今度

は，シンポジウム会場までの構内案内図への参照先を

記述して，誘導後の次のインタラクションに利用者を
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表 1 誘導案内データの例
Table 1 An example of description of a navigation map.

　 　　　例
使命 「つくば中央警察署」からの案内
最終目的 「図書館情報大学」への誘導案内
時間 2002 年 9 月 2 日に作成された
　 「つくば央警察署」を起点として，
手順 「つくば学園郵便局」，「つくばエキ
　 スポセンター」，「駐車場」を経由し
　 てたどり着ける．
予測 誘導案内データの作成者が意図した代替の
　 誘導案内データへの URI

失敗 「筑波大学春日キャンパス」案内図への URI

〈?xml version=”1.0” encoding=”utf-8” ?〉
〈rdf:RDF

xmlns=”http://purl.org/rss/1.0/”

mlns:rdf=”http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#”

xmlns:dc=”http://purl.org/dc/elements/1.1/”

xmlns:nv=”http:localhost/map/elements/”

xml:lang=”ja”〉
〈channel rdf:about=”http://localhost/info/rss.rdf”〉
〈title〉 つくば中央警察署からの道順 〈/title〉
〈link〉http://localhost/map/001/mdata.xml〈/link〉
〈description〉 誘導案内データ 〈/description〉
〈items〉
〈rdf:Seq〉
〈rdf:li rdf:resource=”20457”/〉
〈rdf:li rdf:resource=”20557”/〉
〈rdf:li rdf:resource=”302493”/〉
〈rdf:li rdf:resource=”L001”/〉
〈rdf:li rdf:resource=”20539”/〉
〈/rdf:Seq〉
〈/items〉
〈/channel〉
〈item rdf:about=”20457”〉
〈title〉 つくば中央警察署 〈/title〉
〈dc:date〉2003-09-14〈/dc:date〉
〈/item〉
　　　　　—中略—

〈item rdf:about=”20539”〉
〈title〉 図書館情報大学 〈/title〉
〈dc:date〉2003-09-14〈/dc:date〉
〈/item〉

図 3 誘導案内データの RSS 表現の例
Fig. 3 An example of “RDF site summary” description of

a navigation map.

誘導させる要素として利用する．「失敗」は，たとえ

ば，図書館情報大学が筑波大学と統合し，現在は「筑

波大学春日キャンパス」の案内図が存在する場合，そ

ちらへの URIを用意することができる．

図 3 は，誘導案内データを RSSで記述したもので

ある．メタデータには，Dublin Core Metadata Ele-

ment Set 19)と誘導用空間領域を指定するために本研

究で独自に定義したメタデータとを用いている．

Titleは，誘導案内のタイトルである．また，ルー
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図 4 誘導案内の対象地物の配列パターン 1

Fig. 4 Distribution pattern 1 of features in a navigation

map.

ト選択する地物データへの参照は，Resource 属性に

記述されている URIで示されている．ここで参照し

ている URIの数字は，前述した地物データを参照す

るための IDである．先頭文字に「L」がついている

URIは，案内図内だけで利用される施設に付けられる

ローカル IDである．

誘導案内の地物データの経路順は，RDFのコンテ

ナモデルを用いて記述した．items要素の 〈rdf:Seq〉タ
イプがルートの順番を表している．item要素で，その

案内誘導データのタイトルや登録日を記述している．

次に，我々が考案した誘導案内データの構造について

述べる．

5.3.2 誘導案内データの構造

「誘導案内情報」は，案内図という限定された「空

間領域情報」を持つ．具体的には，図 4に示すような

起点「地物 S1」→地点「地物 P1」→地点「地物 P2」

→終点「地物 G1」という，地物をノードとし，その

間を方向つきの矢印で接続した誘導案内の図として表

せる．終点のノードは「目標地物の位置情報」を持つ．

それに至る各地点は通行上迷う可能性のある地点に設

定され，そのノードは「その位置と進む方向の情報」

を持つ．

( 1 ) 誘導案内情報の生成

まず，「案内の起点」S1から「案内のゴール」G1に向

かう案内図を生成する．案内図の管理者が新規作成で

作成する案内図は，たとえば図 4 で示すものになる．

( 2 ) 誘導案内情報の追加

次に誘導案内情報の拡張を考える．同じゴールを持つ

案内情報があり，起点が異なる場合は，ゴールを元に

複数の案内情報が追加される（図 5 参照）

図 6は，1つの案内図の中に複数のルートがあり，あ

る地物が複数のルートに共通な場合を示している．共

通の地物には，リスト構造の情報を付加することに

よって，地物データの重複による地物データ量の増大

を抑えている．
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図 5 誘導案内の対象地物の配列パターン 2

Fig. 5 Distribution pattern 2 of features in a navigation

map.

�

�

�

�

��
��
��
��
��
��

��
��

��
��

P2

P1

G1

S1

S2

図 6 誘導案内の対象地物の配列パターン 3

Fig. 6 Distribution pattern 3 of features in a navigation

map.
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図 7 サーベイマップ形式の配列パターン
Fig. 7 Distribution pattern of a survey-map.

( 3 ) サーベイマップ的な誘導案内データ

先に示した誘導案内データはルートマップ的な誘導案

内情報を扱う場合に適したデータ管理方法である．一

方，1つの案内図上に目的地が複数あり，また，それ

を俯瞰的に見るサーベイマップも必要である．その場

合には，図 7に示すように，目的地が複数あり，単独

の起点，地点，終点となる誘導案内データも扱えるよ

うにした．

5.4 案内図データ

案内図データは，5.1節で述べたように，複数の誘

導案内データを参照するデータである．そして，以下

に示すように，一定の表現領域を持つ．

案内図の表現範囲は，我々が独自に定義した nv名

前空間を用いて定義される（図 8 参照）．

〈?xml version=”1.0” encoding=”utf-8” ?〉
〈rdf:RDF

xmlns=”http://purl.org/rss/1.0/”

xmlns:rdf=”http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#”

xmlns:nv=”http:e-map.kasei.ac.jp/map/elements/”

xml:lang=”ja”〉
〈channel rdf:about=”http://localhost/info/rss.rdf”〉
〈title〉 図書館情報大学案内図 〈/title〉
〈link〉http://www.ulis.ac.jp〈/link〉
〈description〉 案内図データ 〈/description〉
〈nv:area〉
〈nv:Rparallel〉140.106780289〈/nv:Rparallel〉
〈nv:Lparallel〉140.105775247〈/nv:Lparallel〉
〈nv:Nlatitude〉36.0865480528〈/nv:Nlatitude〉
〈nv:Slatitude〉36.0860075139〈/nv:Slatitude〉
〈nv:area〉
〈nv:fail〉
〈nv:title〉 筑波大学春日キャンパス案内図 〈nv:title〉
〈nv:link〉http://localhost/map/002/mdata.xml〈/nv:link〉
〈nv:date〉2004-04-01〈/nv:date〉
〈nv:fail〉
〈items〉
〈rdf:Seq〉
〈rdf:li rdf:resource=”http://localhost/map/navi.aspx?id=1”/〉
〈rdf:li rdf:resource=”http://localhost/map/navi.aspx?id=2”/〉
〈rdf:li rdf:resource=”http://localhost/map/navi.aspx?id=3”/〉
〈rdf:Seq〉
〈/items〉
〈/channel〉
〈item rdf:about=”http://localhost/map/navi.aspx?id=1”〉
〈title〉 つくば中央警察署からの道順 〈/title〉
〈link〉http://localhost/map/navi.aspx?id=1〈/link〉
〈description〉 つくば中央警察署からの道順 〈/description〉
〈/item〉
以下省略

図 8 案内図データの RSS 表現
Fig. 8 RSS description of a navigation map.

title要素は，案内図データの表題である．link要素

は，案内図データ管理者情報を示すリンクを指す．案

内図の役割が終了した場合には，fail要素に，次の案

内図への参照を可能にする．

また，items要素によって誘導案内データの参照先

の一覧が記述され，item 要素内で誘導案内データの

要約が記述される．そして，誘導案内データが作成さ

れると自動的に案内図データにも誘導案内データの要

約が登録される．

6. 案内図配信システムの概要

案内図配信システムは，図 9 に示すように，案内

図管理者には案内図作成編集機能を提供し，利用者に

は，その一部の機能である案内図追加登録，案内図の

検索，案内図の閲覧などの機能を提供する．

6.1 案内図作成編集機能

まず，案内図を作成するための，編集機能について

述べる．

案内図を作成するには，はじめに案内図領域を指定

し，案内図配信システムに問合せを行う．配信システ

ムが管理している地物データベースに，指定した領域

の地物データの一覧が返戻され，編集画面上に選択可
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図 9 案内図配信システムのユースケース図
Fig. 9 “Use-case” schema for the navigation map

distribution system.

図 10 案内図編集画面
Fig. 10 A window for editing a navigation map.

能な地物データ一覧として表示される（図 10 参照）．

地物データが一覧にないものは，追加する地物の位

置を図上で指定して追加する．図上で指定した地物の

位置情報の精度は，地物データベースで管理される地

物の位置情報の精度とは異なるため，ローカルの地物

データとして IDが付番され，地物データベースの地

物とは区別される．作成者は，これらの地物データを

用いて案内図作成画面上で誘導案内データを作成する．

この作成編集システム上で登録することによって，

該当する案内図データ，誘導案内データ，地物データ

が生成される．また，その際に，案内図データは，配

信システム側のリポジトリ資源にも登録される．

6.2 利用者も含めた誘導案内データの追加登録機能

利用者と案内図管理者とのインタラクション機能と

して，利用者に案内図データへの誘導案内データの条

件付の追加登録機能を設けた（図 11 参照）．これは，

利用者に別ルートも紹介してもらおうとするもので

ある．

この場合，誘導案内データは，まず仮登録状態とな

り，ついで案内図の管理者の許諾処理を経て，その案

内図の誘導案内データとして追加登録され，検索エン

ジンにも登録される．

図 11 案内図作成における登録処理
Fig. 11 Registration process in producing a navigation

map.

その際に，管理者は，その案内図では使わせたくな

い地物データをあらかじめ地物名の NGワードとして

案内図データに登録しておくことができる．こうして

おくことによって案内図内に NGワードが含まれた地

物名があると，それは誘導案内データとしては登録で

きないことになる．案内図の管理者は，登録依頼を受

けた際に，その中の地物名を NGワードとして追加で

きるようにしてある．

このようにして，1つの案内図上に，様々な誘導案

内データを，追加登録していくことができる．

6.3 案内図からの検索機能

次に本システムの案内図からの検索の機能と仕組み

について述べる．

案内図からは，その利用目的を考慮して，案内図の

領域を持つ案内図データ，ルートの情報を持つ誘導案

内データ，位置を識別できる地物データを使い，「領

域」，「目的地」，「地物」の検索を行えるようにした．

「領域」からの検索は，地物名の検索で目標とする

地物が見つからない場合に利用する．まず，利用者の

位置を地図上で指定する．システムは，案内図上の地

物データを用いて，指定した位置に近い地物を 5m間

隔で表示する．利用者は，それを確認しながら，目標

とする地物を順番に探していく．目標の地物を選択す

ると，システムはその地物が登録されている誘導案内

データを検索して表示し，利用者の誘導を維持する．

目的地の検索は，案内図が示す目的地には何がある

かを知りたい場合や，案内データに登録されている誘

導案内データの一覧から，1つの誘導案内データを選

択する場合に利用する．目的地の検索では，システム

は案内図データに登録されている誘導案内データを用

いて，その目的地の地物データの IDを検索し，その
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IDを使って地物データを取り出し，最終目的要素を

見出しとする一覧を表示することができる．

地物からの検索は，目の前の地物から検索したい場

合，地物データから名称を検索し一致した地物を表

示する．そして，その地物が選択されている誘導案内

データがあれば，それを表示する．また，表示の際に

誘導案内データには，作成された際に付与される時間

要素があり，時間軸に沿った表示ができる．

6.4 誘導のための案内図の情報統合

1つの案内図上にある情報では，地物の情報が不足

していて十分な情報が提供できないことがある．この

場合でも，分かれて存在する案内図の情報を必要に応

じて統合し提供するのが．誘導のための案内図の情報

統合である．

情報統合は，これまでの案内図データ，誘導案内デー

タ，地物データを使って行い．そのための方法をシナ

リオとして配信システム側に登録する．このシナリオ

はWebサービスとして利用者に提供される．

本システムは，案内図が作成されると，そのメタ

データを誘導案内リポジトリに登録する．情報統合で

は，この登録された誘導案内リポジトリを案内図検索

のインデックスとして用いる．

配信システムは，目的の誘導情報を生成するため

の統合シナリオ（Webサービスプログラム）により，

図 12に示すようなデータの参照と統合プロセスを経

て，誘導案内シナリオを生成し，案内図利用者へ配信

する．

統合シナリオの誘導情報を生成するためのデータ処

理は，誘導目的に応じて，本稿で定義したインストラ

クション要素の組合せと処理手順の組合せで行う．

たとえば，作成された誘導案内シナリオから，「使

命」の要素を使って誘導案内の見出し一覧を表示させ

たり，「時間」の要素を使いある期間に登録されたラ

ンドマークの一覧を表示させるなどである．統合シナ

図 12 データ参照と統合プロセスの関係
Fig. 12 Relationship between referencing data and

integrated process.

リオを利用者が選択し，これにより様々な助言情報を

提供する．

以下，この統合シナリオの例をあげて説明する．

6.4.1 「寄り道」誘導案内シナリオ

「寄り道」誘導案内シナリオは，利用している案内

図上で，ある地点について，そこから分岐可能な他の

案内図データの誘導案内データを検索したいという要

求に応える機能を持つ．

まず利用者から「寄り道」誘導案内シナリオが選択

されると，システムは，自身の案内図データの表現領

域を基に，誘導案内リポジトリに，その領域内に存在

する案内図データを検索する．

次に，該当する案内図データに登録されている誘導

案内データを，配信システム内に新たな案内図データ

領域を設けて，再構成する．

そして再構成した誘導案内データから，利用者が現

在利用している案内図に含まれる NGワードを含んだ

地物データを検索しながら，NGワードを含んだ誘導

案内データを除外する．その際に「寄り道」情報とし

て構成される誘導案内データに含まれる「予測」の要

素を，利用者へ「寄り道」選択の追加情報として提示

する．

このようにして「寄り道」誘導案内シナリオは完成

する．

6.4.2 「迷子」シナリオ

案内図の中の誘導案内データのルートをたどってい

くと，途中で目印となるランドマークを見失う場合が

ある．たとえば，ある「地物」がその案内図に登録され

ていないため位置を特定できない．また誘導案内デー

タを作成した時点では存在していた地物が経年変化で

なくなってしまい見つけられない．

このような場合，「迷子」の状況に至ったとして，配

信システムは登録されている誘導案内リポジトリを用

いて「迷子」シナリオを作成する．

まず，利用者は，その場所で関心を持ったランドマー

クを指定する．システムは，そのランドマークが誘導

案内リポジトリに登録されている案内図データが参照

している誘導案内データを検索し，それから，さらに

地物データを参照して，一致する地物を検索する．

そして，一致する地物を含む誘導案内データを新た

な案内図データとして再構成していく．再構成された

案内図データから，利用者が現在利用している案内図

データ内の誘導案内データに近い地物を検索して，そ

れを誘導案内データに結合させルートを修正する．

6.5 「近道」誘導案内シナリオ

利用者が誘導内データの中の 1つのランドマークに
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たどり着いたとき，そこから最短のルートはないかと

考えることがある．「近道」誘導案内シナリオはこの

ような場合に適用されることを想定している．

誘導案内リポジトリから，近道の起点となるランド

マークを指定する．そのランドマークと目的地を指定

し，その 2つが含まれる誘導案内データを抽出し，新

たな案内図データとして再構成する．

再構成した誘導案内データから，指定したランド

マークと目的地までの距離が最短のものを一覧として

表示する．この際，NGワードのあるランドマークは

距離の計算上は用いられるが，表示はされない．

7. 考 察

本システムは 6章で述べた機能を持っており，XML

と RDFを用いて多様な誘導のための情報を蓄積し，

必要に応じて個人が誘導情報を追加できる機能，いい

換えれば「個人による情報の加工」の機能を持つ点が

特徴である．

配信される案内図は，その作成者の誘導意図を含ん

でいるため，利用者には利用上の制約が生じる場合が

ある．しかし，その場合には，利用者自身が NGワー

ドのない案内図を作成でき，その制約を取り払うこと

ができる．たとえば，旅行の際に自分の案内図を作成

して利用するなどの活用方法も考えられる．

本研究で設計したデータモデルでは，地物名と位置

情報を基本とし，それに様々な案内情報を関係づけて

いる．統合シナリオは，定義したインストラクション

要素を処理し，利用者に誘導のために有益と思われる

助言情報をサービスとして追加して提供することがで

きる．

また，目的地および誘導対象地物データと分岐地点

の情報とが分かれて管理されているため，どちらかの

情報のみを利用することによって，データ量を抑える

ことができる．これにより表示に制約のある PDAな

ど様々なデバイスでの誘導案内データの利用も可能で

ある（図 13 参照）．またWebページ上で他の地図の

情報との重ね合わせにより，多様な案内情報を提供す

図 13 様々なデバイスでの利用を想定
Fig. 13 Possible terminal devices of the system.

ることも可能である．

また，検索エンジンには，分散して存在する誘導案

内情報の URI情報やメタデータが蓄積されているの

で，これらを利用して誘導案内データを疎結合で共有

することにより，より広範囲な案内図を構築すること

も可能である．

本システムは，位置情報を活用したサービス LBS

（Location Based Service）として機能することを目

指している．基盤となる地理情報データがインター

ネットを通じて容易に利用できるようになることを想

定し，それを活用した案内図コンテンツの一例として

示した．誘導案内データは，他の地理空間データと重

ね合わせて，様々な出力が可能である．

8. ま と め

本研究では，誘導案内を扱った案内図配信システム

について述べた．作成者の誘導意図を優先しつつ，利

用者の利便性を図るために，作成者の案内図上から，

他の分散した情報との共有を図り，誘導案内を拡張す

る機能を持つ．

本システムの案内図は，提供する側の誘導意図を優

先させつつ，その案内図を利用する人に，案内情報を

付加させることを可能にする．

本システムの案内図には，インタラクションを含む

誘導情報のメタデータが機能している．個人による加

工の概念を導入し，分散した案内情報を疎結合で結び，

利用者に有益な情報提供が行えるような案内図配信シ

ステムである．
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